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医療機能情報提供制度② 
○管理運営、サービス・アメニティに関する事項（基本情報、病
院等へのアクセス、院内サービス・アメニティ、費用負担等）。 
○提供サービスや医療連携体制に関する事項（診療内容、提供
保健・医療・介護サービス）。 ○医療の実績、結果に関する事項。
現在、医療機能情報提供制度のシステムは、都道府県が管理
し個別に運用が行われています。しかし、2024年度までに
全国統一システムに変更し、原則的に全都道府県のシステム
を集約する予定としています。

（ことば395からの続き）

能見将志

●“行動経済学”という言葉を聞いたことが
あるでしょうか？

　行動経済学は、2017年に米シカゴ大学のリ
チャード・セイラー教授が「ナッジ」でノーベ
ル経済学賞を受賞したことで一躍有名になっ
た学問です。
　数年前、厚生労働省が公表した「受診率向上
施策ハンドブック」（参考）は、この「ナッジ理論」
を活用したものです。受診率を強制ではなく、
患者側が自発的な行動によって受診できるよ
うにするための工夫や先進事例が盛沢山です。
一度確認してみてください。

●行動経済学と従来の経済学との違いは、
　理性と感情の違い
　行動経済学は、「人間は感情で動くものであ
る」と言いますが、それまでの経済学は、人は
経済的な合理性によって行動する、という前提
条件のもと成り立っていました。経済的な合
理性とは、かみ砕いていえば損得勘定です。従
来の経済学は、人はこの損得勘定的な判断のみ
によって行動する、と考えられていたのです。
しかしそれは違いますよね。我々はそれほど
合理的な存在ではありません。

●病院経営を例に考えてみましょう
　もし我々が、「常に」「経済的な合理性」でモ

ノゴトを判断できて
いれば、病床削減や転
換、あるいは人材配置
（リストラを含む）は、
もっと簡単にできる
はずです。一般病院
からの転換などもそ
うです。地域ニーズ
や人口動態、今後の疾
病構造を予測すれば、
変化したほうが得策
だと明らかなのにな
かなか出来ません。
こうした「わかっちゃ
いるけれどできない」
というものを解き明
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かした学問が行動経済学です。

●人間は現状維持が大好きで
　変わることが大嫌い
　行動経済学では、人は現在の価値と将来の価
値を同じに見ないことがわかっていて、とりわ
け、将来の価値を割り引く傾向があることを指
摘します。これは「双曲割引」や「時間割引率」
と言った概念で表現されます。双曲割引傾向
が強い人は、ダイエットをすると決めても、目
の前に大好きなケーキが出てくると、それを食
べるという現在の喜びを優先してしまい、なか
なかできません。ダイエットで得られる将来
の喜びは大きく割り引かれてしまうのです。
生活習慣病のドクターなどには必ず必要な概
念ですから、ぜひ検索してみてください。
　この人間の傾向は、広告、テレビCM等の消
費者の心理に付け込むようなマーケティング
で多用されています。健康食品など、「良く効
く」、「効果がある！」といったコマーシャルは、
行動経済学の知見を応用したものと言えます。
“ココロも満タンに”“おねだん以上”といったみ

んな知ってるサウンドロゴは “利用可能性
ヒューリステック”と言われ企業の知名度アッ
プに貢献しています。CMに人気タレントが起
用されていることは、ハロー効果（固着性
ヒューリステック）と言われて販促に寄与し
ています。ブランド品が高くても売れるのは
ヴェブレン効果です。これは顕示効果とも言
われますが、いわゆる人より高い買い物で特別
感を得るといった高揚感を煽られてつい購入
してしまう人もいるということです。

●行動経済学を学ぼう
　行動経済学を知っていると、仕事の上でも役
立つようです。たとえば、仕事を手伝ってもら
う時などでも言い方一つでスムーズに行く場
合があります。このほかにもバンドワゴン効
果、同調効果、フレーミング効果、カクテルパー
ティー効果等々奥深い世界です。皆さんも勉
強してはどうでしょうか。行動経済学を知り、
これら行動の意味付けがわかっていれば、自身
の非合理性を知ることができ、自己対応ができ
るようになるでしょう。
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「明日からダイエットをやるぞ」と決めても、
その明日になったら、また「明日（決意した
日から考えると明後日）からやるぞ」と思っ
たりします。経済学で語られてきた人間で
あれば、「明日からダイエットをやるぞ」と
決めたら、明日からやるはずなのです。

イキ  イキ   現場リポート
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玄々 堂 内科・呼吸器内科

今月も引き続き、「玄々堂内科・呼吸器内科」の山田和子院長にお話を伺いました。

子育て経験をテコにしなやかな診療スタイルを確立
頼れる地域のお母さん先生

山田和子院長

レントゲン

処置室

クリニック外観
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－－クリニックのレイアウトについて教えて
ください。キッズエリアを設けようと思った
のは？

自身の経験からです。私は3人の子供を持つ母

親ですが、育児中に「あったらいいのに」と思っ

ていたのがキッズスペースです。そこで、新装

開業するとき、このスペースだけは確保したい

な、と。キッズエリアがあれば、小さなお子様

がいらっしゃるお母さま・お父さまが気軽に

来ていただけるでしょう？

もちろん、小さなお子様の診療も大歓迎です

よ。小児科の専門医ではありませんが、中継は

できますし、子育ての悩みには共感できます。

このほか患者さんができるだけリラックスし

ていただけるよう、ゆとりある空間づくりと落

ち着いた色合いにこだわりました。

－－医師をしつつ3人の子育てとは…大変で
したね。

大変でした。けれど、あの時期があればこそ、

寄り添うことの大切さがわかるようになりま

した。子育てを通じ、地域の様々な方と幅広い

交流が持てたこと、患者さん側の情報を知るこ

とが出来たことも良かったです。

子育て中は、キャリアが分断されるような心細

さもありましたが、この時、「私が思っている

以上に、地域の人は、病気のことをご存じない

のかもしれない」と学習できたことは、かけが

えのない財産になりました。そのおかげで、よ

りかみ砕いた表現を使うなど、伝え方にも配慮

するようになりました。

－－子育て経験が診療の役にたっているの
ですね。

はい。なんといっても、マインドセットが丸っ

きり変わりました。子育てをやっていると、想

定外の出来事が次々と起きるわけです。そう

なると、今、目の前で起きていることは、もう仕

方がないんだから、ここから先の状況をどう

やって良くしていこうか、というような考え方

ができるようになるんですね。

－－ああ、レモネードの原則ですね。

レモネードの原則？聞いたことがないです。

－－粗悪なレモンが手に入ったら、レモネー
ドにしよう、というもののたとえです。予期
せぬ事態を不幸ととらえず、むしろその偶
然をてこにしてプラクティスにもっていこう
とする考え方です。先生は子育てを通じ、
自然と体得されたようですが、実は、優
れた起業家がしている思考様式の一つ
ですよ。

そうなんですね。わかりやすい例え！

－－そうした視点は患者さんにも必要でしょ
うね。とくにこれからは…。

そう思います。超高齢社会では、治療をしても

完治しない状況が多くなります。そこを嘆い

てもどうしようもなくって、むしろ、その状況

を認めた上で、どう生きるか…ってことです

よね。

－－告知とか看取りとか？

そこまでハードな状況でなくとも、慢性疾患に

なってしまった。さあ、どうしましょうって場

面でも…。そういう時になって、「ああタバコ

を吸い過ぎてきたせいだ」とか「不摂生をして

きたせいだ」とか自分の行いを悔いても始ま

らないわけです。そうではなくって、病気に

なってしまったけれど前向きに生きていくた

めにどうすればいいかを考えたほうがいいで

すよね。

－－患者側からすると、かかりつけ医にはそ
ういったサポートをしてほしいという希望が
ありますよ。

そうありたいなと心がけています。そのため

に丁寧な聞き取りに力を入れ、その方を全人的

に診るようにしています。全身をしっかり観

察し、病気だけを診るのではなく、その方に応

じた診療をしています。そうした対応をして

いると、過度に検査を重ねたり、不要な投薬を

行ったりすることなく問題を解決できる場合

もあります。キッズスペース

バリアフリーのトイレ

生け花は院長の同級生のお母さまの作品
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（編集部）

私の医局は、久留米大学第一内科で、現在の呼吸器・神経・膠原病内科

でした。この時、膠原病の患者さんを見せていただく機会にも恵まれ、

「診療で一番大切なのは、患者さんとどれだけ話ができるか、ではない

か」と感じるようになりました。膠原病は、検査結果が同じでも人に

より違った症状が出たりする診断が難しい病気です。ゆえに、どれだ

け話を聞き出せるかが勝負。この時の経験で、患者さんとのコミュニ

ケーションをとることの重要性を知りました。

＼ コミュニケーションに気を付けるようになったきっかけ ／

天井が高いため、開放感がばっちり
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